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中⼼拠点病院の事業
〜国⽴成育医療研究センター〜

•研修事業について

•電話相談事業について

•新体制整備について



中⼼拠点病院におけるB研修
「⼩児アレルギー診療短期重点型教育研修プログラム」

令和２年度の動向

2020年3⽉30⽇
病院⻑・COVID19対策本部・教育研修センターより、海外からの
全ての研修⽣ならびに国内の短期研修の受⼊れを全て中⽌するよう
通知
2020年4⽉1⽇
アレルギー疾患医療中⼼拠点病院事務局より、全国都道府県拠点病
院へ短期研修中⽌について連絡
2020年5⽉26⽇
緊急事態宣⾔の解除を受け、感染防⽌対策を徹底のうえ研修希望者
の受⼊れを再開を準備（第4クール⽬ 8⽉31⽇〜分より予約受付）
その後、2施設より研修希望の連絡あるも、1施設より参加キャンセ
ルの連絡あり。結果的に１施設のみの参加となった。



動画研修資材作成への取り組み

• 研修機会の得られにくい⼿技に関する研修動画
（ダブルブラインド法⾷物経⼝負荷試験、メタコリン吸⼊試験、

FPIESコンセンサスガイドライン解説）

• 重要度の⾼い研修項⽬に関する研修動画
（⾷物経⼝負荷試験、気管⽀喘息ガイドライン2020の改訂ポイント、

アトピー性⽪膚炎診療の基本、アナフィラキシー診療について、
スペーサー＋pMDIによる吸⼊⼿技）

• アレルギーセンターJournal Club動画ライブラリー
（毎週開催）

国⽴成育医療研究センターアレルギーセンター
「⼩児アレルギー診療短期重点型教育研修プログラム」研修動画より



⼩児アレルギー診療短期重点型教育研修プログラム
（2020年度）

Day1 Day2 Day3 Day4 Day5 Day6 Day7 Day8 Day9 Day10

⽉ ⽕ ⽔ ⽊ ⾦ ⽉ ⽕ ⽔ ⽊ ⾦
8:00 8:00

カンファレンス ジャーナル 回診 カンファレンス ジャーナル 回診
クラブ クラブ

9:00 9:00
外来⾒学 外来⾒学 外来⾒学

10:00 10:00
喘息教室 乳児教室 喘息教室

アトピー教室 ⾷物アレル （SLIT教室）
ギー教室 外来⾒学

11:00 11:00 初診問診
⾷物負荷 食物負荷 ⾷物負荷 ⾷物負荷 ⾷物負荷 ⾷物負荷
⾒学または （１名担当） （2名担当） （2名担当） （2名担当） （2名担当）
外来⾒学 または

12:00 外来⾒学 12:00 外来⾒学
外来⾒学 外来⾒学

13:00 13:00

病棟
14:00 /OFC予習 14:00

病棟 病棟 病棟 ⽪膚テスト/ /レクチャー 病棟 病棟 病棟 皮膚テスト/ 病棟

/OFC予習 /OFC予習 /OFC予習 気道過敏性 /OFC予習 /OFC予習 /OFC予習 気道過敏性 /OFC予習

/レクチャー /レクチャー /レクチャー 試験など /レクチャー /レクチャー /レクチャー 試験など /レクチャー

15:00 ⾷物負荷 ⾷物負荷 15:00 ⾷物負荷 ⾷物負荷 ⾷物負荷 ⾷物負荷
退院時診察 退院時診察 ヒアリング① 退院時診察 退院時診察 退院時診察 退院時診察

ガイダンス
16:00 （メンター） 16:00 回診

回診

輪読会 カンファレンス 輪読会 カンファレンス ヒアリング②
発表

17:00 17:00

回診 回診



その他の研修事業（A研修）

※東京都アレルギー疾患医療拠点病院として開催

第25回成育アレルギー臨床懇話会（Web開催）

令和3年2⽉4⽇（⽊）19時00分より
Zoomウェビナーによるライブ配信

⼀般演題２つ
特別講演︓「成⼈領域におけるアレル
ギー疾患の最新情報」
藤⽥医科⼤学医学部 総合アレルギー科
教授 ⽮上晶⼦先⽣

取得単位︓
⽇本⼩児科学会専⾨医 1単位
⽇本医師会⽣涯教育制度 1.0単位
⽇本アレルギー学会専⾨医制度 2単位



アレルギー疾患電話相談事業

↑
成育医療研究センターHP

【2019年10⽉1⽇開設】



アレルギー疾患電話相談事業

【概要】

• アレルギー疾患に係る患者・家族からの電話相談事業

• 医師による、週2回、1回1時間の電話相談

• 相談時間は1回につき15分以内とする

ü 専⽤電話回線を設置
ü 通話内容は当センター「通話記録運⽤規程」に従い録⾳
ü 相談内容は当センター「個⼈情報及び特定個⼈情報の保護に関する

規定」に基づき記録、保管（専⽤ソフト開発︓情報管理部）

緊急事態宣⾔期間に⼀時中⽌



電話相談事業 2020年の実績
期間︓2020年1⽉1⽇〜12⽉31⽇の12か⽉間
相談件数︓234 件
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• ⿐アレルギー科
（診療部⻑ 守本倫⼦ ⽿⿐咽喉科診療部⻑（併任））

• 視機能評価⽀援室
（室⻑ 診療部⻑ 東範⾏ 眼科診療部⻑（併任））

• 免疫機能評価⽀援室
（室⻑ 森⽥英明 アレルギー研究室⻑（併任））

• 遺伝情報評価⽀援室
（室⻑ 秦健⼀郎 周産期病態研究部⻑（併任））

• ⾏動機能評価⽀援室
（室⻑ ⼤⽮幸弘 アレルギーセンター⻑（併任））

2020年11⽉1⽇より
1診療科・4評価⽀援室を新設

⿐腔通気度測定装置

ポータブルスリットランプ



（A研修）成育アレルギー臨床懇話会のハイブリッド開催
Ø 引き続きWeb配信として実施予定

（B研修）⼩児アレルギー診療短期重点型教育研修
Ø 新型コロナウイルス感染拡⼤の影響により、引き続き研

修制限・参加を控える動きが予想。
Ø 実地研修参加者に対する、より充実した研修内容を構築

（Total Allergist研修）

（C・D研修）専⾨修練研修
Ø 都道府県拠点病院よりフェロー受⼊れ、総合アレルギー

診療エキスパート育成、臨床研究論⽂・学位取得のサ
ポート

本年度を踏まえて



アレルギー疾患医療診断等⽀援事業の開催
Ø 中央拠点病院研修に参加された医師へのメールによる

ネットワーク相談事業を構築
• 治療⽅針や制度⾯等に関する相談をメールで受け付け
• 指導医に確認のうえ数⽇以内に回答
• 必要に応じて特殊検査等の実施

Ø 都道府県拠点病院への研修動画配信

アレルギー疾患診療連携ネットワーク構築事業
Ø 地域保育所・学校嘱託医等を対象としたアレルギー診療

⽀援と医療連携ネットワークの構築

本年度を踏まえて




